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1. はじめに 

すべての高校生が学ぶ必履修科目の「地理総合」が 2022 年度から始まった。高等学校学

習指導要領（平成 30 年告示）では「地理総合」の内容を，「国際理解と国際協力」，「持

続可能な地域づくりと私たち」，そして，それらの学習の基盤となる地理的技能を育成す

る「地図や地理情報システム（GIS）で捉える現代世界」で構成している。地域社会・国

際社会が，少子高齢化，自然災害の頻発，地球環境問題，伝染病の世界的流行などの多く

の課題を抱えるなかで，この新科目への期待は大きい。 

ところが，従前の地理科目でほとんど扱われていなかった GIS とそれを活用した地域の

自然環境や防災に関わる内容については，地理教員をも含めた多くの地歴・公民科教員が，

その指導に不安を抱え，実践的な研修の必要性を感じている。しかも，過去 30 年余にわた

り世界史科目のみが必履修とされ、地理科目が選択履修であったことから、高校現場に地

理教員は少なく，専門外となる「地理総合」の担当が想定される歴史・公民教員には指導

に対する戸惑いが大きい。  

 そこで，本活動は，東北地理学会の社会的貢献活動の一環として， 

（１）地図と GIS を活用した環境保全や防災に関わる教員研修コンテンツを開発し， 

（２）東北地方各県においてハンズオン・ワークショップを開催することにより， 

（３）教員研修を指導できる大学教員及び高校教員を育成し， 

（４）地理教育向上のための人的ネットワークを構築する。 

これらによって，現場の高校地理歴史・公民科教員の要望に応え，「地理総合」の円滑

な導入・実施と，実践的な教材及び教育内容の更新を可能にすることを目的する。 

東北地理学会は「地理総合」の研修実施を 2022 年度の科目開始にむけての急務と考え，

同学会幹事である本申請の共同研究者 4 名で，2020 年 2 月に『「地理総合」授業づくりワ

ークショップ』を試行的に実施した。代表者の磯田（2019～2020 年度東北地理学会幹事⾧）

は GIS 研究及び GIS 教育に携わってきた。浅川は，高校教員や国教研教育課程調査官など

の経験を基に「地理総合」創設に関わるとともに様々な研修会などの場でこの科目の役割

や内容に関するレクチャーを行ってきた。同じく高校教員の経験のある村山は，防災教育

実践及び教職員研修を数多く行ってきた。小田は，宮城教育大学防災教育研修機構の副機

構⾧として，国内外の教員等対象の研修を数多く行ってきた。この 4 名が折しも 2019～



2020 年度東北地理学会幹事を担当していたため、この活動にいたった。 

試行的に実施したワークショップでは，国土地理院東北地方測量部の協力と，共同研究

者 4 名の他、2 名の大学教員の協力を得て，16 名の地理歴史科教員の指導にあたった。ボ

ランティアで行われたこの企画は大変好評で，参加者の中からも今後予定しているこうし

た活動への協力者を得ることができた。しかし同時に，完全に無予算の状況では，各地で

こうした研修を継続的に開催するのは困難であることもわかった。そこで、国土地理協会

の 2020 年度研究助成を得て、活動を展開することとなった。 

東北地理学会以外の地理学関連学会も地理教育の支援を行っている。例えば、日本地理

学会，人文地理学会，日本都市計画学会などの地理学・地理教育に関わる学協会は「地理

教育フォーラム」を立ち上げ，教員研修コンテンツを公開している。それらに対し東北地

理学会が行うワークショップには以下の特色化を図った。つまり，教員研修コンテンツを

開発するだけでなく，これを紹介して研修を実施する。「地理総合」の実施には GIS や

ICT ツールの技術が必要であるため，実地でハンズオンの研修を行う。また，地方に本拠

を持つ地理学会として，地元の教育委員会，教員，そして国土地理院（東北地方測量部）

との連携を密接に行い，地元の自然災害事例や地元を題材とした地図・GIS を活用するこ

とで，それぞれの学校現場での実践に役立つ地域性を踏まえたコンテンツ開発及び研修を

行う。 

東日本大震災をはじめとする多くの自然災害を経験してきた東北地方は，高校教員の防

災・減災に対する関心も高い。しかし，防災を地図や GIS を活用し自然環境と結び付けて

地理教育の内容として扱う視点や取組は十分とは言えない。この取組を通じて、すべての

高校生が学ぶ必履修科目「地理総合」の理念が実践されることにより，読図をはじめとす

る地理的技能，地理的な見方・考え方といった地理的な資質・能力の向上及び将来地理学

や地理情報科学，防災科学、土木、都市計画、行政を志す人材育成にも繋がることが期待

される。さらに，持続可能な世界・地域形成に果たす地理学の役割や有用性に対する社会

の広範な関心の高まりが期待される。 

 

＊   ＊  ＊ 

 

前述のように、2022 年度からの「地理総合」開始に向けて、地理総合ワークショップの

実施を準備していたが、国土地理協会からの研究助成の採用時にはすでに、新型コロナウ

ィルスの感染拡大が始まっていたため、地域間の移動や対面のイベントは実施困難となっ

た。また高校教員も大学研究者・学会も、コロカ禍対応やニューノーマルへの適応に多忙

となった。そうした状況のもとで、コロナ禍によってオンラインイベントが急速に広まり、

「地理総合ワークショップ」もオンライン・ワークショップに切り替えることも検討され

たが、ハンズオンでＩＣＴ技術の習得を目指すことを特色としていたため、ワークショッ

プの実施を延期せざるを得なかった。そこで、本研究課題の実施期間を 2023 年 9 月 30 日

まで延⾧していただき、コロナ禍が落ち着いた 2023 年春より本格的に活動を行った。 

実施した本研究課題により実施したワークショップは下記のとおりである。「地理総合

ワークショップ in 秋田（10 月実施）」と「同  in 福島（11 月実施予定）」は、実施期間外



であるが、周知活動は本研究課題の研究費を用いて 9 月末日までに行ったため、合わせて

報告する。 

 

・ in 山 形 2022 年 2 月 18 日 （ 金 ） 10:00 ～ 16:00 オ ン ラ イ ン 

講 師 ： 八 木 浩 司 （ 山 形 大 学 ） 、 村 山 良 之 ( 山 形 大 学 ) ほ か 

共催：山形県高社研地理部会 

・ in 宮城 2023 年 5 月 21 日（日）14:00～17:00 東北大学（仙台市）またはオンライン 

講 師 ： 西 城  潔 （ 宮 城 教 育 大 学 ） 、  高 野 岳 彦 （ 元 東 北 学 院 大 学 ） 、 ほ か 

共催：東北大学環境科学研究科 

・ in 岩手 2023 年 7 月 1 日（土）13:30～16:30  岩手大学（盛岡市）またはオンライン 

講 師 ： 吉 木 岳 哉 （ 岩 手 県 立 大 学 ） 、  庄 子  元 （ 岩 手 大 学 ） 、 

   木 場  篤 （ ノ ー ト ル ダ ム 清 心 中 ・ 高 等 学 校 ） ほ か 

共催：  岩手大学教育実践・学校安全学研究開発センター 

・ in 宮 城  2023 年 8 月 26 日 （ 土 ） 14:00-16:45  オ ン ラ イ ン （ の み ） 

講師： 西城 潔（宮城教育大学）、 磯田 弦（東北大学）、 山内洋美（仙台西高校） 

・ in 青森 2023 年 9 月 10 日（日）9:00-12:00 青森大学（青森市）または オンライン 

講 師 ： 小 岩 直 人 （ 弘 前 大 学 ） 、 櫛 引 素 夫 （ 青 森 大 学 ） 

共催：青森大学・櫛引研究室 

・ in 秋田 2023 年 10 月 21 日（土）13:30-16:30 秋田大学（秋田市）または オンライン 

講 師 ： 林  武 司 （ 秋 田 大 学 ） 、 篠 原 秀 一 （ 秋 田 大 学 ） ほ か 

共催：秋田地理学会・秋田大学教育文化学部 

・ in 福 島  2023 年 11 月 19 日 （ 日 ） 13:30-16:30 オ ン ラ イ ン の み 

講師：瀬戸真之（東日本大震災・原子力災害伝承館）、初澤敏夫（福島大学）ほか 

 

これらのワークショップは、東北地理学会が主催し、国土地理院東北地方測量部が後援

した。全体をとおして、木村幸一氏（国土地理院東北地方測量部）、磯田弦氏（東北大学）

が実習を担当し、浅川俊夫氏（東北福祉大学）が司会を、山内洋美氏（仙台西高等学校）

がアシスタントを務めた。詳細は第３節にて後述するが、各回の内容は、各地の自然地理

と人文地理の講義にはじまり、地理総合にかかわる理念や試験問題に関する話題のほか、

地理院地図を使った実習と主題図の作成と教育における使い方の実習を開催県用にカスタ

マイズして行った。 

本報告書の以後の構成は以下のとおりである。まず第 2 節で、ワークショップの実施の

流れについて述べ、この取り組みを実施するうえで必要なこと、必要となった費用につい

て記載し、また参加者（登録者）のプロフィールを紹介する。第 3 節は中心的な成果であ

るワークショップの内容について詳細を述べ、参加者アンケートの結果を述べる。第 4 節

では、このワークショップを通して副次的に生まれた成果について述べる。 

 

 

 



2. ワークショップ実施と参加者 

2.1 ワークショップ実施の流れ 

ワークショップの実施には、（１）開催地の協力的な方に打診し会場校担当者となって

いただき、日程及び会場を決定し、（２）開催地の地理学的話題を提供してくれる講師に

講演を依頼し、（３）各種周知活動を行ったうえで、（４）ワークショップを実施し、

（５）参加者に事後アンケートを行い、（６）ワークショップで使われた配布資料と収録

動画を整理する、という流れで行った。 

上記（１）の会場校担当者については、東北地理学会員が東北各地におり、その中から

協力していただける大学教員をみつけることができた。会場校担当者は知己の高校教員や、

現地の高校教育研究会に問い合わせるなどして適切な日程を決定した。また、会場校担当

者の所属大学に会場を提供してもらい、かつ共催にしていただくことにより会場費を抑え

た。上記（２）の講師には、自然地理学的内容と人文地理学的内容について各 1 名 30 分の

時間で開催地の話題を提供していただくこととしていたが、適任者を会場校担当者及び東

北地理学会員の主だった方々と相談して探して依頼した。結果的に、会場校担当者に講師

のうちの 1 名にもなっていただいたが、それはワークショップを打診する段階で、この企

画について話題提供ができる方を念頭に入れて相談していたからである。 

上記（３）周知活動は事務局から東北地方の高校へチラシを郵送し、研究費の大半はこ

の発送作業及び郵送費に用いた。当初は開催地都道府県の高校のみに郵送していたが、各

地での日程が固まるにつれ複数のワークショップ告知を 1 枚のチラシでできるようになっ

たこと、ワークショップをハイブリッドでするようになってからは開催県に限らず東北全

域から（また全国から）参加者がみられたこと、またワークショップに継続的に出席され

る参加者もいらしたことから開催地の隣接都道府県に、そして東北地方全域にと配布範囲

を広げた。一枚のチラシで複数回のワークショップを告知することで、周知の効率を高め

ることができた。また、開催地の高校教育研究会等の研究集会でも告知やチラシ配布を行

った。さらに、地理教育フォーラム、帝国書院、東京書籍のホームページからも周知した。

東北 6 県以外からの参加者は主としてこのルートでワークショップのことを知ったと思わ

れる。当初はワークショップ開催の日程もすべては決まっておらず、随時情報を更新する

必要があったことから、周知の際には東北地理学会ホームページ内に作成したイベントホ

ームページ（https://tohokugeo.jp/chirisogo_ws.htm）に誘導した。そこには、ワークショ

ップ開催の最新情報を掲載し、ワークショップ申込みの Form と「メール会員」申し込み

の Form を作成した。「メール会員」とは、ワークショップの最新情報をメールでうけと

るためのメーリングリストの会員であり、ワークショップに申し込んだ方も自動的にこの

会員として、随時最新情報を発信した。ワークショップに参加申し込みされた方々には、

開催日の約 1 週間前に参加の詳細（開催場所の詳細やオンライン参加の方法、また配布資

料電子データの共有フォルダ）を連絡したが、直前の参加申し込みができるように、開催

日約 1 週間前からは申込時に参加の詳細がダウンロードできるようにした。 

当日のワークショップ（４）については、「地理総合」の中項目「自然環境と防災」及

び「生活圏の調査と地域の展望」に対応するように、自然地理学者に開催地の自然環境と

防災について講演していただき、人文地理学者に開催地の調査と地域の展望について講演



していただいた。実習については、自然地理関係の講演の内容を事前にお聞きし、木村幸

一（国土地理院東北地方測量部）が地理院地図を用いて講演で紹介された地域・地形・災

害を調べる内容を準備し、また人文地理学関係の講演内容についても事前にお聞きし、磯

田弦（東北大学）が「主題図セット」を用いてその実態をデータから検討する内容を準備

した。主題図セットなどの教材は、研究費から学生アルバイトを雇用して、各地のものを

整備した。東北地理学会の本拠地のある仙台以外で開催されたワークショップでは、磯田

弦（責任者）、浅川俊夫（司会担当）、山内洋美（アシスタント担当）の 3 名が現地に出

向き、研究費の中から旅費を支払った。会場校担当者の負担を軽減するために、プロジェ

クターとスクリーン以外の備品は持参した。うち、会場で必要となる WiFi ルーターは研究

費でレンタルし、オンライン会議に必要なパソコン、マイク、テレビ会議用カメラ・スピ

ーカーは、東北地理学会で使用しているものを借用した。 

上記（５）について、2023 年度に実施したすべてのワークショップで同じ質問項目のア

ンケートを Google Form に電子的に回答してもらう方法で実施した（3.2 節参照）。そし

て（６）については研究費を用いて学生アルバイトを雇用し、配布資料の整理及び収録動

画の編集を行った（4 節参照）。 

 

2.2 ワークショップ参加者プロフィール 

各回の参加者数は 21～24 名であり、うち対面参加者は 6, 7 名であった（図表 2.1）。な

お、参加者の出欠をとっていなかったために、厳密には参加者数は不明であるが、申込登

録を行った登録者を参加者と代えて報告する。地理総合ワークショップ in 山形 2022 は当

初、対面とオンラインのハイブリッド開催を計画していたが、コロナ感染者数の再度の増

加でオンラインのみに切り替わったものである。なお、in 宮城 2020 は本研究課題申請前

に試行的に行ったワークショップであり、in 秋田 10/21 は研究実施期間外に行ったもので、

in 福島 11/19 は本報告書執筆時点で予定されたワークショップで申込者数は執筆時点のも

のである。 

 
図表 2.1 各回の参加者数 

全回の延べ参加者数は 154 名であった（本報告書執筆時点）。参加者の所属の住所を集

計すると、東北地理学会の本拠地があり高校数も多い宮城が多く、次いで山形、青森とな

っている（図表 2.2）。東北 6 県以外からの参加者を一つにまとめると、全体の 1／3（50

名）が東北 6 県以外からであり、地理総合の教育法への関心の高さとハイブリッド開催の



メリットがわかった。 

各回の参加者の所属住所をみると、開催地の都道府県内からの参加者数が多い傾向にあ

るが、隣県から対面で参加される場合もみられ、またオンライン参加を可能とした in 山形

2022 以降では、毎回東北 6 県以外からの参加者が多数を占めていた(図表 2.3)。  

参加者の所属は大部分が高校であるが、大学関係者も 22%（29 名）を占めた（図表

2.4）。後者の大部分は大学教員であったが、大学生も含まれる。「その他」には中学校・

小学校の教員が含まれるほか、都道府県の教育関係機関の職員が含まれる。参加者の専門

では、地理が圧倒的に多く、世界史・日本史・公民が専門の教員は限定的であった。 

 
図 2.2 所属住所別参加者数 

 
図表 2.3 ワークショップごとの参加者数と所属住所 

  
図表 2.4 所属種別と専門 
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3. 成果：ワークショップ 

3.1 ワークショップの内容 

2020 年 2 月の本研究課題の申請前に試行的に実施したワークショップ（in 宮城 2020）

以降、ワークショップの内容は時勢にあわせて進化してきた。当時は指導要領が改定され

たものの教科書はまだできておらず、ICT インフラが整っていない環境下で GIS を教える

とはどういうことか、という不安が広がっていた。そこでの我々のメッセージは GIS とい

う情報技術を教える必要はなく、GIS（地理情報システム学または地理情報科学）の方法

を教えるべきである、であった。そしてその方法とは、紙地図ないしはアナログ GIS でも

できることであり、地理院地図等の WebGIS から情報を紙地図に転写して防災教育を行う

方法などを紹介した。 

2022 年 2 月に山形を対象に行ったワークショップ（in 山形 2022）を行った時点では、

コロナ禍の望まざる追い風により高校教員及び生徒の ICT 能力が飛躍的に向上し、ギガス

クール構想の早期実現により学校における ICT インフラが急速に改善していた。そこで、

我々のワークショップでは、地理院地図、jSTAT map、今昔マップ、RESAS マップといっ

た WebGIS に加え、Gapminder や Our World in Data などの海外の地理情報が得られるサ

イトについても自動翻訳を使うなどして、教材作成や実習に積極的に使いましょう、とい

うメッセージにシフトしていった。そして、東北地理学会が行う取り組みの特色として、

東北各地の地理学的な話題や教材を掘りだす重要性を再認識した。 

2023 年春にようやくコロナ禍が明けた頃には、当初この取り組みの目標にしていた地

歴・公民科高校教員の ICT 技術を向上は、時勢によってすでに実現していた。おかげで、

より本質的に地理学的な内容を取り上げるワークショップにシフトすることができ、それ

らは次の３つに要約できる。なお、各回のプログラムを付録に掲載した。 

（1） 地理総合の中項目には「自然環境と防災」と「生活圏の調査と地域の展望」があ

り、いずれも生徒の生活圏を題材に、自然環境及び地域社会を学び、防災及び地域の課

題を考察することが求められている。そこで、東北地理学会に所属している各地の大学

研究者に、各地で取り上げるべき自然地理学的及び人文地理学的な事柄に関する講義を

していただいた。 

（2） 実習内容も、インターネットで得られる地理情報から教材をつくる技術的な方法か

ら、教材をどのように使って地理的な見方・考え方を学ばせるかというものに代わって

いった。その題材には、開催地の高校ですぐ使えるように、上記（１）の講義で紹介さ

れた地元の事象を、地理院地図や jSTAT Map などの WebGIS を検討・議論する内容の

実習を行った。 

（3） 2022 年度には地理総合がすでにはじまっており、出版各社の教科書が使われてい

たが、教科書から学習指導要領の理念を実感するのは困難であり、現場では従来通りの

地理教育を行えばいいという安堵感とも言えるムードが広がっていた（甲斐 2023，季

刊地理学 73(3), pp.95-111）。そこで折に触れて、地理総合は、暗記科目から脱却し思

考力を養う科目であることを喚起した。そのために、大学入試センターから発表されて

いる地理総合の試作問題が、一見すると事実を知らないと解けない問題のようにみえる

が、実はいくつかの地理的な見方・考え方と最小限の知識をもって思考することで解け



る問題であることを示した。 

 

3.2 ワークショップの評価 

2023 年度に行ったワークショップでは、GoogleForm を用いて事後アンケートを行い、

ワークショップの評価や要望を集めた。ワークショップ終了時に完全無記名の事後アンケ

ートへの回答を呼びかけたが、得られた回答は累計 36 件と少なく、in 宮城 5/21 から in 秋

田 10/21 の累計登録者数（102 名）との関係で回答率を算出すると回答率は 35％と低い。 

 

  
図表 3.1 事後アンケート回答者の職業と専門 

アンケートに回答してくださった参加者の職業と専門（図表 3.1）は、登録者のそれら

（図表2.4）と同様であった。ワークショップ開催情報の入手経路は、チラシが最大であり、

チラシ郵送での周知は必要不可欠であったが、研究会等の集会や口コミも割合として高く、

紹介者による口添えが参加者数を増やすカギとなっていたことがわかる（図表 3.2）。 

 

 
図表 3.2 開催情報の入手経路 

回答者の参加形態は 39％が対面参加であり（図表 3.3）、登録者の対面参加比率は 28％

であったことから、対面参加者のほうが事後アンケートへの呼びかけに協力的であったこ

とがわかる。 



 
図表 3.3 回答者の参加形態 

 

 
 図表 3.4 ワークショップの評価  

 ワークショップの評価を 5 段階評価していただいたところ、72％が大変有意義であっ

たと回答し、次回以降も都合がつけば参加するかとの問いには 1 件を除いた残りの 35 件で

「はい」との回答をえた（図表 3.4）。無料で行ったワークショップであり、回答率も低い

ため、これらの高評価は額面通りに受け取ることはできないが、改めて登録者数を分析す

ると、正味の登録者数は 98 名であり、その約 1/3 が複数回登録していた。計算すると参加

者（登録者）のうち約半分がリピーターであったということになる。 

 

 
図表 3.5 参加回数別登録者数 



 事後アンケートではそのほか、「面白い、役に立つ、と思ったことを挙げてくださ

い」、「冗⾧だ、割愛してもいい、と思ったことを挙げてください」、「取り上げて欲し

い内容がありましたら、教えてください」という自由記入欄を設けたが、概ね好意的な回

答であり主催者側は大いに励まされた。批判的・実質的な意見とその対応として主なもの

は以下のとおりである。地理院地図の全般的な解説は冗⾧であるとの指摘に対し、その後

のワークショップでの地理院地図の解説では開催地の地形・災害を中心に解説するよう切

り替えた。発表時間を厳守するように、との指摘には時間調整ができるように休憩時間を

はさんだ。十分に対応することができなかった指摘には、時間が短い、授業展開例を示し

てほしい、「地理探求」についても取り上げてほしい、といったものがあった。 

 

4. その他の成果 

4.1 副次的な成果 

 地理総合ワークショップを各地で開催することにより、副次的な成果がうまれた。ワ

ークショップ開催の周知活動にもっとも費用がかかったものの、参加者数は毎回 20 名程度

と限定的であったことから、ワークショップの内容を参加できなかった教員にも伝える必

要性を感じた。そのため、毎回の講演や実習で配布された資料（通常、発表スライドの

PDF）と収録動画をまとめたライブラリーを作成し、地理総合ワークショップに参加登録

した方々、また地理総合 WS メール会員に登録した方々に限定公開している(詳細後述)。

一般公開ではなく限定公開にしている理由は、登壇者に限定公開の許可のみをいただいて

いるということと、高校生には得られない情報を高校教員に提供したかったためである。 

 

4.2 地理総合 WS メール会員限定ライブラリー 

 地理総合 WS メール会員限定ライブラリーの内容は、ワークショップの各回の講演及

び実習の配布資料と「主題図セット」という教材である。主題図セットとは、各種

WebGIS（地理院地図、国土情報ウェッブマッピングシステム、jSTAT Map、今昔マップ、

RESAS マップ）から都市圏内の主題図を同縮尺・同範囲で出力したものであり、主題図の

分布を考察する実習に使うものである。東北 6 県の主要 12 都市圏（青森、弘前、八戸、盛

岡、仙台、秋田、山形、鶴岡・酒田、福島、会津若松、郡山、いわき）については、あら

かじめ作成されたものがこのライブラリーから配布されている。 

 

4.3 地理総合 WS ビデオライブラリー 

地理総合ワークショップ in 山形 2022 以降は、講演・実習を録画しており、その動画が

YouTube の東北地理学会チャンネルより限定公開されている。そのほか、各種 WebGIS の

使い方や、主題図セットの作り方の動画については一般公開しており、これら動画から地

理総合 WS メール会員への登録を促している。これら動画の一覧は、地理総合ＷＳメール

会員限定ライブラリーで公開している。 

 

4.4 地理総合 WS メール会員 

地理総合ＷＳメール会員は、当初は地理総合ワークショップの最新の開催情報を連絡す



る手段としてつくられたものであるが、現在は地理総合ＷＳメール会員限定ライブラリー

の使用権限が特典として与えられる会となっており、本報告書執筆時点で 116 名からなる。

教 職 員 に 限 定 し て い る が 、 地 理 総 合 ワ ー ク シ ョ ッ プ の イ ベ ン ト ペ ー ジ （ URL ： 

http://tohokugeo.jp/chirisogo_ws.htm）から電子的に申し込むことにより、無料で会員に

なることができる。 

 

5. まとめ 

 国土地理協会 2020 年度研究助成で実施することとなっていた東北地理学会主催の地理

総合ワークショップは、コロナ禍によってとん挫したものの、2023 年度になり本格的に再

開し、2023 年 11 月に予定されている福島でのワークショップをもって、東北の 6 県すべ

てでワークショップを開催したことになる。その内容は、地理教育の中で不足している自

然地理学的な知識が、各地の文脈で紹介され、地域社会を地図と地理的な見方・考え方を

用いて考察する方法が説明されている。そしてそれらは「地理総合 WS メール会員限定ラ

イブラリー」に保存され、教材として公開されている（利用方法については 4.4 節参照）。

これらの教材が、ワークショップに参加できなかった教員のみなさまにも活用していただ

くことを、共同研究者 4 名を含む東北地理学会、地理院地図の実習を担当した国土地理院

東北地方測量部、また各地で講演を担当した講師は、切に望んでいる。 

 最後に、研究助成申請時に目標とし、本報告書のはじめにに再掲した目標の達成度を

検討してしめくくる。（１）地図と GIS を活用した環境保全や防災に関わる教員研修コン

テンツの開発、については地理院地図のいくつかの主題図及び機能で自然環境と防災の教

材作成や実習ができることを確認し、また各種 WebGIS から作成できる「主題図セット」

を用いて地域の実情や課題を検討することができることがわかった。その内容については

「地理総合 WS メール会員限定ライブラリー」から知ることができる。（２）東北地方各

県においてハンズオン・ワークショップを開催，についてはＩＣＴ技術の普及を念頭に現

地開催にこだわっていたが、コロナ禍が過ぎてしまえばそれはもう普及しており必要なく

なった。後から思えば 2021 年度の地理総合が始まる前に、ワークショップをオンラインに

切り替えて行っておくことができれば、新しい科目への円滑な移行ができたのではなかっ

たと悔やまれる。しかし、東北各県で開催することは実現でき、身近な事例を入口として

学ぶという、地理総合の理念に合致した教材をつくることができた。（３）教員研修を指

導できる大学教員及び高校教員を育成する、という目標についてはあまり注力してこなか

ったが、ワークショップの登録者を調べると全体の 22％（29 名）が大学関係者であり、ま

た各地で講師を担当していただいた大学研究者にも地理総合の理念について深く検討して

いただいたことから、結果的には部分的に実現できたと考えられる。そして、（４）地理

教育向上のための人的ネットワークを構築する、についてはワークショップの参加はオン

ライン参加が主体となったため、会場で各地の大学研究者と高校教員、また参加している

高校教員同士の交流については限定的であった。人的ネットワークの構築のためにはやは

り対面での接触が必要であった。しかし、この取組に参加したり、関心を持ったりした

方々が会員となっている「地理総合ＷＳメール会員」を募ることができ、会員は東北地方

（に限らないが）の熱心な教育者である。この会員を頼りに、今後の地理教育及び地理学



の発展のための活動につなげてゆきたい。 
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付録： 地理総合ワークショップ各回のプログラム 

 

 in 山 形 2022 年 2 月 18 日 （ 金 ） 10:00 ～ 16:00 オ ン ラ イ ン 

共催：山形県高社研地理部会 

10:00 開会 事務連絡  

10:20 挨拶 山形県高社研地理部会 東北地理学会  

10:30 講演「山形の地形―身近な自然景観を読むー」（八木浩司・山形大学） 

12:00 休憩  

13:00 ミニレクチャー：地理総合アンケート結果より（浅川俊夫・東北福祉大学）  

13:10 ミニレクチャー：GIS の考え方（磯田弦・東北大学）  

13:20 ミニレクチャー：地理情報活用のヒント（甲斐智大・岐阜大学）  

13:30 ミニレクチャー＋ワークショップ：防災，地理院地図他（村山良之・山形大学）  

14:30 休憩  

14:40 ミニレクチャー：今昔マップ利用例（山内洋美・仙台西高）  

14:55 ワークショップ： Gapminder を使った国際理解（磯田弦・東北大学）  

15:20 質疑応答 

16:00 閉会 

 

 in 宮城 2023 年 5 月 21 日（日）14:00～17:00 東北大学（仙台市）またはオンライン 

共催：東北大学環境科学研究科 

14:00 開会・趣旨説明・事務連絡 

14:10 宮城の自然環境と防災：西城 潔（宮城教育大学） 

14:40 宮城の調査と地域の展望：高野 岳彦（元東北学院大学） 

15:10 地理院地図の活用：木村 幸一（東北地方測量部） 

15:40 休憩  

15:50 地理情報科学の方法について：磯田 弦（東北大学） 

16:05 実習 地理情報の活用 

―大学入試共通テスト試作問題に使われた地理情報を題材として― 

17:00 閉会 



 

 in 岩手 2023 年 7 月 1 日（土）13:30～16:30  岩手大学（盛岡市）またはオンライン 

共催：  岩手大学教育実践・学校安全学研究開発センター 

13:30 開会・趣旨説明・事務連絡 

13:40 岩手の自然環境と防災：吉木岳哉（岩手県立大学） 

14:10  岩手の調査と地域の展望：庄子 元（岩手大学） 

14:40  コンピテンシー・ベースの授業実践から評価問題づくりまで： 

木場 篤（ノートルダム清心中・高等学校） 

15:00  休憩 

15:10  地理院地図の活用：木村 幸一（東北地方測量部） 

15:40  jSTAT map で生活圏の年齢別人口割合を地図化する：磯田 弦（東北大学） 

16:30  閉会 

 

 in 宮城 2023 年 8 月 26 日（土）14:00-16:45 オンライン（のみ） 

14:00 宮城の自然環境と防災（西城 潔・宮城教育大学） 

14:30 宮城の調査と地域の展望（磯田 弦・東北大学） 

15:15 地理院地図でみる宮城の地形と防災（山内洋美・仙台西高校） 

15:45 主題図セットで培う地理的思考力（磯田 弦氏・東北大学） 

16:15 意見交換（任意） 

16:45 閉会 

 

 in 青森 2023 年 9 月 10 日（日）9:00-12:00 青森大学（青森市）または オンライン 

共催：青森大学・櫛引研究室 

9:00 開会・趣旨説明・事務連絡 

9:05 青森の自然環境と防災（小岩直人・弘前大学） 

9:35 青森の調査と地域の展望（櫛引素夫・青森大学） 

10:05 大学入学共通テストにみられる地理の論理（磯田 弦・東北大学） 

10:25 休憩 

10:40 地理院地図でみる青森の地形とハザード（木村幸一・国土地理院東北地方測量部） 

11:10 主題図セットで青森の都市を調べる（磯田 弦・東北大学） 

11:40 意見交換（任意） 

12:00 閉会 

 

 in 秋田 2023 年 10 月 21 日（土）13:30-16:30 秋田大学（秋田市）または オンライン 

講 師 ： 林  武 司 （ 秋 田 大 学 ） 、 篠 原 秀 一 （ 秋 田 大 学 ） ほ か 

共催：秋田地理学会・秋田大学教育文化学部 

13:30 開会・趣旨説明・事務連絡 

13:35 秋田の自然環境と防災（林 武司・秋田大学） 

14:10 秋田の調査と地域の展望（篠原秀一・秋田大学） 



14:45 休憩 

15:00 地理院地図でみる秋田の地形とハザード（木村幸一・国土地理院東北地方測量部） 

15:35 主題図セットで秋田を調べる（磯田 弦・東北大学） 

16:10 意見交換（任意） 

16:30 閉会 

 

 in 福 島  2023 年 11 月 19 日 （ 日 ） 13:30-16:30 オ ン ラ イ ン の み 

講師：瀬戸真之（東日本大震災・原子力災害伝承館）、初澤敏夫（福島大学）ほか 

（本報告書執筆時点でプログラム詳細は未定） 


